
平成 19年 12月 5日  水 曜日 告ロ
報 (号外第 277号 )(2分 冊の1)

期
〓治
十一宅
轄
一時
塘
虻

如

〔法

律
〕

部
を
改
正
す
る
法
律

（
一
二
五
）

Ｏ
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律

（
一
二
六
）

〇
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
一
二
七
）

○
労
働
契
約
法

（
一
二
八
）

Ｏ
最
低
賃
金
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
一
二
九
）

〔政
　
　
▲
己

Ｏ
弁
理
士
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政

令

（二
五
〇
）

〔を
一
　
　
　
　
△
Ｔ
〕

釧
劉

鋼

劉

閑

劉

目

劉

調

罰

「

割

目

引

創

目

劉

剣

紹

倒

円

う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関

す
る
省
令

（厚
生
労
働

一
四
四
）

Ｏ
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省

令

（同

一
四
五
）

ス
目

テ
ジ

(号  外 )
独立行政法人目立印刷局

一   〇 八四

〇

〔と
口
　
　
一不
〕

Ｏ
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
の
細
目
を
定

め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（総
務
六
六
一
じ

Ｏ
端
末
機
器
の
設
計
認
証
の
報
告
に
関
す
る
ヽ

件

〈同
六
六
三
）

Ｏ
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の

一

橿

う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に
関

引

引

ヨ

ロ

割

ｑ

（厚
生
労
働
四
〇
六
）

Ｏ
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
に
よ
る
療
養

の
給
付
、
老
人
医
療
又
は
公
費
負
担
医
療

に
関
す
る
費
用
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の

一

部
を
改
正
す
る
件

（同
四
〇
七
）

Ｏ
種
首
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く

品
種
登
録
出
願
を
公
表
す
る
件

（島
林
水
産

一
五
手
五
）

Ｏ
出
願
公
表
後
に
名
称
変
更
が
な
さ
れ
た
件

（同

一
五
二
六
）

〔公
　
　
生
邑

諮

事

項

裁
判
所
破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
通
関
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

意
現
招
請
ｔ
関
す
る
公
示
、
独
立
行
政
法

人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特
定
計
量
器
型

式
承
認
関
係

地
方
公
共
団
体

公
債
償
還

（東
京
都
区
）
、
新
育
職
員
免

許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、
無
縁
墳
墓
等

改
葬
、
公
示
送
達
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

西七五 八六
八 八 八
九 末 =

八
四

〇

◇
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律

（法
律
第

一
二
五
号
Ｘ
厚
生
労
働
省
）

一　
社
会
福
祉
士
及
び
介
義
福
祉
士
法
の

一
部
改
正
関
係

Ｉ
　
定
義
規
定
の
見
直
し

い

。
社
会
福
祉
士
の
業
務
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

関
係
者
等
と
の
連
絡
及
び
調
整
を
明
確
化
す
る
こ

と
と
し
た
。
（第
二
条
第

一
項
関
係
）

口
　
介
穫
福
祉
士
の
業
務
を

「入
浴
、
排
せ
つ
、
食

事
そ
の
他
の
介
薩
」
か
ら

「心
身
の
状
況
に
応
じ

た
介
護
」
に
改
め
、
介
綬
福
祉
士
が
専
門
的
知
識

及
び
技
術
を
も
っ
て
行
う
介
護
の
内
容
を
明
確
化

す
る
こ
と
と
し
た
。
（第
二
条
第
二
項
関
係
Ｙ

２
　
義
務
規
定
の
見
直
し

付
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
は
、
そ
の
担
当

す
る
者
が
個
人
の
尊
厳
を
保
持
し
、
そ
の
有
す
る

能
力
及
び
適
性
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
そ
の
者
の
立
場
に

立
っ
て
、
載
実
に
そ
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
拡

ら
な
い
こ
と
と
し
た
ズ
第
四
四
条
の
二
関
係
）

口
　
社
会
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
担
当
す
る
者
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

が
総
合
的
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
地
域

に
即
し
た
創
意
と
工
夫
を
行
い
つ
つ
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
関
係
者
等
と
の
連
携
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。
（第
四
七
条
第

一
項
関
係
）

口
　
介
寵
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
担
当
す
る
者
に
、
認
知
症
で
あ
る
こ

と
等
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
が
総
合
的
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
等
と
の

・
連
携
た
保
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
（第
四
七
条
第
二
項

関
係
）

岡
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
は
、
社
会
福
祉

及
び
介
種
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
る
業
務

の
内
容
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
、
知
識
及
び
技

能
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。
（第
四
七
条
の
二
関
係
）

３
　
介
種
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
制
度
の
見
直
し

付
　
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ

っ

て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

し
た
学
校
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
養
成

施
設
に
お
い
て
二
年
以
上
介
護
福
祉
士
と
し
て
必

要
な
知
識
及
び
伎
能
を
修
得
し
た
も
の
等
に
つ
い

て
、
介
護
福
祉
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
か
ら

介
議
福
祉
士
試
験
の
受
験
資
格
を
有
す
る
者
に
改

め
る
こ
と
と
し
た
。
（第
三
九
条
及
び
第
四
〇
条
第

二
項
第

一
号
～
第
二
号
関
係
）

口
　
一二
年
以
上
介
譲
等
の
業
務
に
従
事
し
た
者
の
介

寵
福
祉
〓
試
験
の
受
験
資
格
に
つ
い
て
、
三
年
以

上
介
窪
等
の
業
務
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
、
文

部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
学

校
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
養
成
施
設
に

お
い
て
六
月
以
上
介
護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知

識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の
に
改
め
る
こ
と
と

し
た
。
（第
四
〇
条
第
二
項
第
五
号
関
係
）

口
　
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
で
あ
っ
て
文
部

科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
も
の

に
お
い
て
三
年
以
上
介
護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
者
を
法
律
上
介
護
福

祉
士
試
験
の
受
験
資
格
を
有
す
る
者
と
し
て
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
。
（第
四
〇
条
第
二
項
第
四
号

関
係
）

側
　
平
成
二
六
年
三
月
三

一
日
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
で
あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
及
び

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
も
の
に
入
学
し
、
当

該
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
介
護
福
祉
士
と
し
て

必
要
な
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
者

で
あ
っ
て
、
九
月
以
上
介
護
等
の
業
務
に
従
事
し

た
も
の
は
、
介
議
福
祉
士
試
験
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（附
則
第

一
五
条
関
係
）

田
　
付
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
介
緩
福
祉
士
で
な

い
も
の
は
、
当
分
の
間
、
登
録
を
受
け
、
准
介
護

福
祉
士
の
名
称
を
用
い
て
、
専
門
的
知
識
及
び
技

術
を
も
っ
て
、
介
緩
等
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
（附
則
第
二
条
～
第

一
四
条
関
係
）

４
　
社
会
福
祉
士
の
養
成
に
係
る
制
度
の
見
直
し

的
　
社
会
福
祉
士
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
た
め
に

修
め
る
こ
と
の
必
要
な
厚
生
労
働
大
亀
の
指
定
す

る
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目
及
び
社
会
福
祉
に
開

す
る
基
礎
科
目
に
つ
い
て
、
必
要
な
基
準
を
定
め

る
た
め
、
文
部
科
学
省
令

・
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
こ
と
と
し
た
。
（第
七
条
第

一
号
及
び
第
二
号

関
係
）
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指
定
施
設
に
お
い
て
二
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務

に
従
事
し
た
後
、
社
会
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
奪

に
お
い
て
六
月
以
上
社
会
福
祉
士
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の
を
加
え
る
こ
と

と
し
た
。
（第
七
条
第
九
号
関
係
）

口
　
児
童
福
祉
司
等
で
あ

っ
た
期
間
が
五
年
以
上
あ

る
者
の
社
会
福
祉
士
試
験
の
受
験
資
格
に
つ
い

て
、
児
童
福
祉
司
等
で
あ
っ
た
期
間
を
四
年
以
上

に
短
縮
し
、
そ
の
期
間
が
四
年
以
上
と
な
っ
た
後
、

社
会
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
に
お
い
て
六
月
以

上
社
会
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を

修
得
し
た
者
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。
（第
七
条
第

一
二
号
関
係
）

た
だ
し
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
問
に
実
施
さ
れ
る
社
会
福
祉
士

試
験
及
び
同
日
後
最
初
に
実
施
さ
れ
る
社
会
福
祉

士
試
験
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
司
等
で
あ
っ
た

期
間
が
五
年
以
上
あ
る
者
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。
（改
正
法
附
則
第
三
条
第
二
項
関

係
）

一
一　
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
社
会
福
祉
法
及
び
知
的
障
害

者
葬
馳
離
勲
争
翻
搬
覗
鴻
部
会
福
祉
主
事
及
び
知
的
障

装韓嫌軸開抑難期榊蕗熱報離惟瀧郷
一士支雑加静

無
離
帥
４
第

一
九
条
及
び
知
的
障
害
者
福
祉
法
第

十
四

〓
一　
政
府
は
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
フ
イ

リ
ビ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
フ
イ
リ
ビ
ン
共
和
国
政
府
の
間
の
協
議
の
状
況
を
勘

四
葬
車
す
報
中
車
抑

一要度 の
中
中
殻
申
穀
車
邦
帥
”
中
十
叫
申

四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
身
体
障
害
者
補
助
大
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
第

一
二
六
号
Ｘ
厚
生
労
働
省
）

１
　
事
業
所
又
は
事
務
所
に
お
け

冊
助
犬
を
使
用
す
る
こ
と
を
拒

い
こ
と
と
し
た
。
（第

一
〇
条
第

一
項
関

２
　
苦
情
の
申
出
等

付道購難鮮韓障頼疎珈当．設譜艇離製耐携障猟ダ郷

身
体
障
害
者
に
よ
る
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
同
伴
又

は
使
用
に
関
す
る
背
倍
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
と
し
た
。
（第
二
五
条
第

一
項
関
係
）

口と諭購析怒伽標都ぼ紺拘☆瑞拘韓醐神勤該っ数

情
に
係
る
身
体
障
害
者
又
は
施
設
等
を
管
理
す
る
者

に
対
し
、
必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
う
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
て
、
関
係
行
政
機
関
の
紹
介
を
行
う
も
の

と
し
た
。
（第
二
五
条
第
二
項
関
係
）

押場舗礎師暇鞠癖郵ド湘抑球謙卵神却詫腰サ雛

係
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
関
係
地
方
公
共
団
体
の

長
又
は
訓
練
事
業
者
若
し
く
は
指
定
法
人
に
対
し
、

必
要
な
資
料
の
送
付
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（第
二
五
条

第
三
項
関
係
）

３
　
大
都
市
等
の
特
例
　
　
　
　
　
　
　
　
・

２
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
指
定
都
市
及
び
中
核
市
に
お
い

て
は
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
長
が
行
う
こ
と
と
し

た
。
（第
二
六
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
．

４
　
こ
の
法
律
は
、　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
０
年

四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
目
の
促
進
及
び
永
住
掃

・
目
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

（法
律
第
一
二
七
号
Ｘ
厚
生
労
働
省
）

１
　
国
民
年
金
の
特
例
等

付
　
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（明
治
四

四
月
二
日
以
後
に
と
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、

国
し
た
日
か
ら
引
き
続
き

十
年
以
上

有
す
る
も
の
に
限
る
”
口
に
お
い
て

て
、
昭
和
三
一
年

一
二
月
三

一

も
の

（こ
れ
に

生
労
働
省
令
で
定
め
る

六
年
四
月

一
日
か

日
ま
で
の
期
間

い
て
は
、

い

いつ
い

日
　
付
に
定
め
る
永
佳
掃
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（六
〇
歳
以
上
の
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
昭
和
三
六

年
四
月

一
日
以
後
に
初
め
て
永
住
帰
国
し
た
も
の

（以
下

「特
定
中
国
残
留
邦
人
等
」
と
い
う
。
）
は
、

旧
被
保
険
者
期
間
又
は
新
校
保
険
者
期
間

（保
険
科

納
付
済
期
間
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
期
間
を
除

く
。
□
に
お
い
て
同
じ
．）
に
係
る
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
三
条
第
二
項

関
係
）

口定如難が鎌姫紳鞭嚇躍鰤麒鱒報船限
（、付韓難

り
旧
校
保
険
者
期
問
と
み
な
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）

及
び
校
用
者
年
金
の
被
保
険
者
期
間

（政
令
で
定
め

る
期
間
に
限
る
。
）
並
び
に
国
民
年
金
法
に
よ
る
技
保

険
者
期
間

（い
に
よ
り
新
被
保
険
者
期
間
と
み
な

れ
た
期
間
を
含
み
、
政
令
で
定
め
る
期
間

に
応
じ
、
政
令
で
定
め
る
額
の

一
時
金

こ
と
と
し
た
。
（第

一
三
条
第
二

回
　
国
は
、
日
の

一
時
金
の
支
給
に

被
保
険
者
期
間
又

料
に
相
当
す
る
額
と
し
て

一
時
金
か
ら
控
除
し
、

に
代
わ

っ
て
当

た
。
（第

〓
一

円

金
洋
レ

日
　
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
特

で
あ

つ
て
、

そ
の
者

の
属
す
る
世
帯
に
そ

侵
者
が
あ
る
も
の
が
死
亡
し
た
場
合

該
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
の

の
属
す
る
世
帯
の
収
入
の

る

め
る
額
を
除
く
。
）
が

保
護
法
の
基
準
に

し
て
不
足
す

支
援
給
付

四

側

い
住
所
を

）
で
あ
っ

に
生
ま
れ
た

る
も
の
と
し
て
厚

）
に
係
る
昭
和
三

て
永
住
婦
国
し
た
日
の
前

っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ

〇
年
改
正
前
の
国
民
年
金
法
に
よ

（以
下

「旧
校
保
険
者
期
間
」
と

ほ
国
民
年
金
法
に
規
定
す
る
第

一
号
校
保

て
の
被
保
険
者
期
間

（以
下
■
新
被
保
険

と
い
う
。
）
と
み
な
す
こ
と
と
し
た
。
（第

一

つ
て
は
、
旧

に
係
る
保
険

定
め
る
額
を
当
該

国
残
留
邦
人
等

を
納
付
す
る
も
の
と
し

四
項
関
係
）

た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
国
民
年

及
び
門
か
ら
四
ま
で
の
適
用

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
特
別
の

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
三

2

条
第
五
項
関
係
）

支
援
給
付
の
実
施

付
　
こ
の
法
律
に
よ
る
支
援
給
付

（２
及
び
３
に
お
い

て

「支
援
給
付
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
中
国
残
留
邦

人
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
収
入
の
・

額

（そ
の
者
に
支
給
さ
れ
る
を
齢
基
礎
年
金
そ
の
他

に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
を
除
く
。
）
が
そ

の
者

（当
該
世
帯
に
そ
の
者
の
配
偶
者
等
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
生
活
保
護

法
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
比
し
て
不
足
す
る

も
の
に
対
し
て
、
そ
の
不
足
す
る
範
囲
内
に
お
い
て

行
う
も
の
と
し
た
。
（第

一
四
条
第

一
項
関
係
）

円籐
曙
鄭
襲
緋
准簸
離
評
報腰

政
令
で
定
め
る
給
付
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
四

条
第
二
項
関
係
）

で
定

に
つ
い
て
生
活

た
額
に
比
し
て
継
続

当
核
配
偶
者
に
対
し
て
、

の
と
す

る
こ
と
と
し
た
。
（第

一

三
条
第

一
項
関
係
）

係
）

法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例

に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
四
条
第
四
項
関
係
）

働
　
支
援
給
付
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
特
定
中
国
残

留
邦
人
等
の
置
か
れ
て
い
る
事
情
に
か
ん
が
み
、
必

要
な
配
慮
を
し
て
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
も
の
と
し
た
。

（第

一
四
条
第
五
項
関
係
）

肉
　
支
援
綺
付
に
つ
い
て
は
、
、支
援
給
付
を
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
と
み
な
し
て
、
国
民
健
康
保
険
法
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と

と
し
た
。
（第

一
四
条
第
六
項
関
係
）

３
　
譲
渡
峰
の
禁
上
等

１
の
日
の

一
時
金
及
び
支
援
給
付
を
受
け
る
権
利

は
、
譲
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
租
税
そ
の
他

の
公
課
は
、
１
の
日
の

一
時
金
及
び
支
援
給
付
と
し
て

支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。
（第

一
五
条
関
係
）

４
　
施
行
前
死
亡
者
の
配
偶
者
に
対
す
る
支
援
給
付
の
実

施
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
属
す

る
世
帯
に
そ
の
者
の
配
偶
者
が
あ
る
も
の
が
２
の
施
行

前
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
配
偶
者
が
２
の

施
行
の
際
現
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い

る
者
で
あ
り
、
か
っ
、
２
の
施
行
後
も
当
該
配
偶
者
の

属
す
る
世
帯
の
収
入
の
額

（厚
生
労
働
省
令
で
掟
め
る

額
を
除
く
。
）
が
当
該
配
偶
者
等
に
つ
い
て
生
活
保
護
法

の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
比
し
て
継
続
し
て
不
足

す
る
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
に
対
し
て
、
技
援
給
付
を

行
う
も
の
と
し
た
。
（改
正
法
附
則
第
四
条
関
係
）

い
て

当 配
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特
定
最
低
賃
金

付
　
特
定
最
低
賃
金
の
決
定
等

口
　
罰
則

０
　
労
働
者
に
対
し
、
地
域
別

て

０
　
労
働
者
又
は
使
用
者
の
全
部
又
は

一
部
を
代
表

す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
又
ほ
都
道
府
県
労
働
局
長

に
対
し
、
当
該
労
働
者
者
し
く
は
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る

一
定
の
事
業
者
し
く
は
職
業
に
係
る
最
低

賃
金

（以
下

「特
定
最
低
賃
金
」
と
い
う
。
）
の
決

定
又
は
当
該
労
働
者
若
し
く
は
使
用
者
に
現
に
適

用
さ
れ
て
い
る
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
若
し
く
は

廃
止
の
決
定
を
す
る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
五
条
第

一
項
関
係
）

０
　
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、

い
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
最
低
賃
金
書
議
会
の
調
査
審

議
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
申
出
に

係
る
特
定
最
低
賃
金
の
決
定
又
は
当
該
申
出
に
係

る
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
者
し
く
は
廃
上
の
決
定

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
五
条

第
二
項
関
係
）

口
　
派
遣
中
の
労
働
者
の
特
定
最
低
賃
金

派
遣
中
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
派
遣
先
の

定
め
る
最
低
賃
金
額
を
支
払
わ
な
か
っ

は
、
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
占
ヽ
と
と
し

た
。
（第
四
〇
条
関
係
）

０
　
特
定
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
」遠
低
賃
金
法
の

罰
則
の
適
用
は
な
い
こ
と
と

（第
四
〇
条
関

係
）

６
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
弁
理
士
法
施
行
令
の
ヽ
部
を
改
正
す
る
政
令

（政
令
第

三
五
〇
号
）

１
　
弁
理
士
法
ｐ
、
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
だ
行

に
伴
い
、

験
に
お
け
る
論
文
式
の
試
験
の
免

こ
と
が
で
き
る
者
を
判
定
す
る
審
議
会
を

る
こ
と
と
し
た
。

，２
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
〇
年

一
月
一
日
か
ら
施
行
す

ビ
と
と
し
た
。

事
業
と
同
種
の
事
業
又
は
そ
の
派
遣
先
の
事
業
の

業
場
で
使
用
さ
れ
る
同
程
の
労
働
者
の
職
業
に
つ

て
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
法
っ

て
は
、
当
該
特
定
最
低
賃
金
に
お
い
て

賃
金
額
を
当
該
派
遣
中
の
労
働
者
に

れ
る
最

低
賃
金
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第
一
Ｘ
条
関
係
）

４
　
労
働
協
約
に
基
づ

の
廃
止

最
低
賃
金
の
決
定
方
式
に
つ
い
て
ヽ
ガ
観
協
約
に
基

づ
く
地
域
的
最
低
賃
金
を
廃
止
す
と
ご
と
と
し
た
。
（改

正
前
の
第
一
一
条
～
第
一
三
条
ヽ
ダ

一
五
条
及
び
第
一

八
条
関
係
）

５
　
そ
の
他

．門
　
監
督
機
関
に
対
す

働
　
労
働
者
は
、
裏
翼
場
に
最
低
賃
金
法
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
命
塩
づ
規
定
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る

と
き
は
、
Ｋ
づ
事
実
を
監
督
機
関
に
申
告
し
て
、

是
正
の
Ｘ
が
適
当
な
措
置
を
と
る
よ
う
に
求
め
な

こ
と
凝
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（第
二
四
条
第

一
項

へ就「舞搬ギ剛抑跡治能離統碇使稚裡細粧

取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
（第
三

四
条
第
二
項
関
係
）

社
会
福
祉
士
及
び
介
種
福
祉
士
法
等
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

何
　
名
　
　
御
　
雲

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

法
律
第
百
二
十
五
号

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律

往

会
福
祉
士
及
び
介
題
福
祉
士
法
の

一
部
改
正
）

第

一
条
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
績
福
祉
士
法

（昭
和
六
十

二
年
法
律
第
三
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。目

次
中

「第
四
十
五
条
」
を

「第
四
十
四
条
の
こ
」

に
改
め
る
。

第
二
条
第

一
項
中

「指
導
」
の
下
に

「、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
医
師
そ
の
他
の
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者

（第
四
十

七
条
に
お
い
て
「福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
等
」
と
い
う
。
）

と
の
連
絡
及
び
調
整
」
を
、
「第
七
条
」
の
下
に

「及
び

第
四
十
七
条
の
二
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「入
浴
、

排
せ
つ
、
食
事
そ
の
他
の
」
を

「心
身
の
状
況
に
応
じ

た
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
号
中

「、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た

職
業
能
力
開
発
促
進
法

（昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十

四
号
▼
第
十
五
条
の
六
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
若

し
く
は
同
法
第
二
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
職
業
能

力
開
発
総
合
大
学
校

（以
下

「職
業
能
力
開
発
校
等
」

と
い
う
。
）」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中

「、
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
し
た
職
業
能
力
開
発
校
等
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
規
定
中

■

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
職
業
能
力
開
発
校

等
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号
を
削
る
。

第
四
章
中
第
四
十
五
条
の
前
に
次
の

一
条
を
加
え

ウハロ。
（誠
実
義
務
）

第
四
十
四
条
の
三
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
襲
福
祉
士

は
、
そ
の
担
当
す
る
者
が
個
人
の
尊
厳
を
保
持
し
、

そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
そ
の
者
の

立
場
に
立
つ
て
、
載
実
に
そ
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（連
携
）

第
四
十
七
条
　
社
会
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に

当
た
つ
て
は
、
そ
の
担
当
す
る
者
に
、
福
祉
サ
ー
ピ

ス
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
そ
の

他
の
サ
ー
ビ
ス

（次
項
に
お
い
て

「福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
」
と
い
う
。
）
が
総
合
的
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ
る

よ
う
、
地
域
に
即
し
た
創
意
と
工
夫
を
行
い
つ
つ
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
等
と
の
連
携
を
保
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
介
穣
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て

は
、
そ
の
担
当
す
る
者
に
、
認
知
症

（介
綾
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
十
六

項
に
規
定
す
る
認
知
症
を
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
等
の

心
身
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
が
総
合
的
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
等
と
の
連
携
を
保
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（資
質
向
上
の
責
務
）

第
四
十
七
条
の
三
　
社
会
福
祉
士
又
は
介
綾
福
祉
士

は
、
社
会
福
祉
及
び
介
輩
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
よ
る
業
務
の
内
容
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
、
相

談
援
助
又
は
介
綾
等
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
向

上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
種
福
祉
士
法
の

一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第
七
条
第

一
号
及
び
第
二
号
中

「厚
生
労
働
大
臣
の

指
定
す
る
」
を

『文
部
科
学
省
令

・
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十

一
号
中
ズ
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
四
十
五
号
ご
を
削
り
、
「五
年
以
上
あ
る
者
」

を

「四
年
以
上
と
な
つ
た
後
、
社
会
福
祉
士
短
期
養
成

施
設
等
に
お
い
て
六
月
以
上
社
会
福
祉
士
と
し
て
必
要

な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
者
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十

一
号
と

し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の

一

号
を
加
え
る
。

九
　
社
会
福
祉
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五

号
）
第
十
九
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
養
成

機
関
の
操
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
つ
て
、
指
定
施

設
に
お
い
て
二
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事

し
た
後
、
社
会
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
に
お
い

て
六
月
以
上
社
会
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及

び
技
能
を
修
得
し
た
も
の
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第
二
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
，

（政
令
及
び
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）
　

　

・

第
二
十
八
条
，
こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
社
会

福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
及
び
社
会
福
祉
士

一
般
養

成
施
設
等
め
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
政
令
で
、

社
会
福
祉
士
試
験
い
指
定
試
験
機
関
、
社
会
福
祉
士

の
登
録
一
指
定
登
録
機
関
そ
の
他
こ
の
草
の
規
定
の

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

ウハ】
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
二
十
九
条
第
二
号
中

「厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す

る
」
を
「文
部
科
学
省
令
≡・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
」

に
改
め
る
。　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

第
四
十
条
第
二
項
第
二
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同

項
第
〒
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
ア

号
を
加
え
る
。　
　
　
　
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
■

。
一　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
又
は
中
等
教

育
学
校
で
あ
つ
て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
し
た
も
の
に
お
い
て
三
年
以
上

（専

ｉ
　
攻
科
に
お
い
て
二
年
以
上
必
要
な
知
識
及
び
技
能

を
修
得
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
年
以
上
）
介

護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得

紳叫批庫祭社ないいうに政める。．　
！

”
（政
令
及
び
厚
生
労
働
省
令

へ
の
委
任
）

第
四
十
四
条
　
こ
の
音
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第

二
十
九
条
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
規
定
す
る
学

校
及
び
養
成
施
設
の
指
定
並
び
に
第
四
十
条
第
二
項

第

一
号
に
規
定
す
る
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校

の
指
定
に
関
レ
必
要
な
事
項
は
政
令
で
、
介
護
福
祉

士
試
験
、
指
定
試
験
機
関
、
介
護
福
祉
士
の
登
録
、

指
定
登
録
機
関
そ
り
他
工
の
章
の
規
定
の
施
行
に
関

し
必
要
な
事
項
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（介
護
福
祉
士
試
験
の
受
験
資
格
の
特
例
）

第
二
条
　
第
四
十
条
第
手
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
に
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
高
等
学
校
又
枯
中
等
教
育
学
校
で
あ
つ
て

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
じ
た
も

■
め
に
入
学
じ
い
当
該
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上

〈専

般翻離お勢領差神親拙胡獲琉軽醍却説納鶴銀

介
護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
及
び
技

能
を
修
得
し
た
者
で
あ
つ
て
、
九
月
以
上
介
護
等
の

業
務
に
従
事
し
た
も
の
は
、
介
護
福
祉
士
試
験
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
ｆ

…
…
　
　
　
．
，
　

　

　

．

２
　
前
項
に
耕
定
す
る
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校

の
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
則
第
二
条
及
び
第
四
条
を
祉
る
。

第
二
条
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
一

ダ
三
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（介
種
福
社
士
の
資
格
）

第
二
十
九
条
　
介
種
福
祉
士
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、

介
護
福
祉
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
。

第
四
十
条
第
二
項
第
二
号
中

「前
号
■
を
、前
各
号
」

に
、
「能
力
」
，を

「知
識
及
び
技
能
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中

「従
事
し
た
者
」

の
下
に

「で
あ
つ
て
す
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
し
た
学
校
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し

た
養
成
施
設
に
お
い
て
六
月
以
上
介
蔭
福
祉
士
と
し
て

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の
」
を
加
え
、

同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第

イ
号
を
同
項
第
四

号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。
∵

・

一　
学
校
教
育
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

（こ
の
号

一　
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
の
指
定
し
た
学
校
が
大
学
で
あ
る
場
合
に
お
い

て
、ヽ
当
該
大
学
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
大
学
に
入
学
さ
せ
た
者
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、

文
部
科
学
次
巨
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た

，
学
校
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
養
成
施
設

い　
　
に
お
い
て
二
年
以
上
介
護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の

一一　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
文
部
科

学
省
令

・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
社
会
福
祉
に

■
関
す
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の

・
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者
で
あ
つ
て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働

・
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指

定
し
た
養
成
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
介
護
福
祉

士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も

の
　
　
　
，

〓
一　
学
校
教
育
法
第
五
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ

り
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

（こ
の
号

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
学
校
が
大
学
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
大
学
が
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
大
学
に
入
学
さ
せ
た
者
を
含
む
。）

で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
学
校
又
は

養
成
所
を
卒
業
し
た
後
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
又
は
厚
生
労
働
大

巨
の
指
定
し
た
養
成
施
設
に
お
い
て
十
年
以
上
介

護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得

し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

第
四
十
四
条
申

「第
二
十
九
条
第

一
号
か
ら
第
二
号

ま
で
」
を

「第
四
十
条
第
二
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
及
び
第
五
号
≡
に
、「
第
四
十
条
第
二
項
第

一
号
≡
を

「同
項
第
四
号
」
に
改
め
る
■
　
　
　
，

附
則
第
二
条
を
聞
則
第
十
五
条
と
し
、
附
則
第

一
条

の
次
に
次
の
十
三
条
を
加
え
る
。　
　
　
．

（進
介
護
福
祉
士
）
　

】
」

、

第
二
条

，
第
四
十
条
第
二
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
介
題
福
祉

士
で
な
い
も
の
は
、
当
分
の
間
一
准
介
護
福
祉
士
（附

則
第
四
条
舞

一
項
の
登
録
を
受
け
、
准
介
護
福
祉
士

の
名
称
を
用
い
て
、
介
護
福
祉
士
の
技
術
的
援
助
及

い
助
言
を
受
け
て
、
専
門
け
知
識
及
び
技
術
を
も
つ

て
―
介…奮
等
を
業
と
す
る
者
を
い
や孔

以
下
同
じ
．）

定雑梅華端殺玲するや　　　　　　・
，　一

第
二
条
十
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
ｆ該当
す
る
者
は
、

一准、
・介．藤韓舶鉢滅規薄臣般帥郎燎止ぃ↓、

こヽわ。蝶鞄期鵬搬御社却
・けせれ抑と・、熊初鞠断つ…を潔

．“　二．めぃ凝簿”瀬洋韓碇朧柳穀納伸時関する

キ
唯
翻
韓粥
毅中紳鈴中鰯
隷
力鱗

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

．．韓日福一貯申車審壊”韓一紳申帥中中叫却灘抑

打
」
籍
線
笛
卜
餃
伊
祉
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
が

難晰輝齢御出柱韓薄難神メ齢廟纂嫌帥針擢韓

定める事項の登録を受けなければならない。

２よ離船館離脚主卵欝鞭耕年隊瀞≡諏脚萌離無

３彊嫌説世拘籍聴球ダ素拘嘲効誰秩”が定は、

雛勧醍韓哨ｔ均籍報一ル紳中，て「準翻討静ぽ主抑

，
録
簿
」
と
あ
る
の
は

、
准
介
題
福
祉
士
登
録
簿
」
と
、

第
二
十
条
中

「第
二
十
八
条
十
と
あ
る
の
は

「附
則

務卵隊
「第倖瓶針設ば鋭禁嫌調一撃源知す世
一ぁ

条
及
び
第
三
十
二
条
第

一
項
中

「社
会
福
祉
士
」
と

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
，

（指
定
登
録
機
関
の
指
定
等
）

第
五
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
１

そ
の
指
定
す
る
者

（以
下

「指

定
登
録
機
関
」
と
い
う
。
）
に
准
介
護
福
祉
士
の
登
録

の
実
施
に
関
す
る
事
務

（以
下

「登
録
事
務
」
と
い

う
。）
を
行
わ
せ
な
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
指
定
登
録
機
関
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

な
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
登
録
ｉ事務
を
行
お
う
と
す
る

護
締一鶏
統離
ヤ襲襲
評
離
「輔鍵

十
条
第
二
項
中

「前
項
」
と
あ
り
、
及
び
岡
条
第
四

項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
車
、
第
二
項
」
と
あ
る
の

は

「附
則
第
五
条
第
二
項
一
と
、
同
項
第
二
号
中
「そ

の
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
行
う
職
業
安
定
法
（昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
四
条
第

一
項

・離競姫諦筆親諜端財∞醇藤る（キっ伽伸伽わ珊

第
十
六
条
第

一
項
中

「職
員

（試
験
委
員
を
含
む
。

ュ
十
三
条
第

ギ
項
及
び
第
二
十
七
条
第

一
号
中

「第

十
条
第

一
項
，
ど
あ
る
の
は
「附
則
第
五
条
第

一
項
」

と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
中

「社
会
福
祉
士
」
・と
あ

る
の
は

「准
介
護
福
祉
士
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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〈厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

・前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
准
介
護

福
祉
士
の
登
録
Ｔ
指
定
登
録
機
関
そ
の
他
前
二
条
の

規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
ヽ
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
…
　
　
　
　
　
　
　
≡　
　
　
　
一

ス
名
称
の
使
用
制
限
）　
　
　
　
　
！　
　
　
．
一

第
七
条
　
准
介
穣
福
祉
士
で
な
い
者
は
ヽ
准
介
窪
福
祉

士
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
．

〈準
用
Ｙ
ｉ
　
　
ナず
　
　
い■
　
　
　
・

第
八
条
　
第
四
十
四
条
の
二
か
ら
第
四
十
六
条
ま
で
ず

第
四
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
七
条
の
こ
の
規
定

は
一
准
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
準
用
す
る
「
こ
の
場

】
合
に
お
い
て
、４
第
四
十
四
条
の
三
中

「社
会
福
祉
士

！
及
び
介
護
福
祉
士
号
と
あ
る
の
は
「准
介
護
福
祉
士
」

と
、
第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
六
姿
申

「社
会
福
祉

士
又
は
介
護
福
祉
士
」。
と
あ
る
の
は

「准
介
種
福
祉

士
」
と
，、
第
四
十
七
条
第
二
項
中
Ｌ
分
護
福
祉
士
」

と
あ
る
の
は

「准
介
護
福
祉
士
十
と
、
第
四
十
七
条

の
二
中
■
社
会
福
祉
士
文
ほ
介
護
福
祉
士
」
と
あ
る

の
は

「准
介
荘
福
祉
士
」
と
、「
適
応
す
る
た
め
■
セ

あ
る
あ
は

「ヽ適
応
し
ｒ
並
び
に
介
護
福
祉
士
と
な
る

た
め
」
と
〓
相
談
援
助
又
は
介
護
等
≡
。と
あ
る
の
は

「介
護
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
…と
す
る
。

■
人
罰
則
）
　
，　
　
　
　
ャ

第
九
条
ｔ
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
の
規

定
に
違
反
し
た
者
は
、　
一
年
以
下
の
黛
投
収
は
三
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２
　
前
項
の
罪
は
ヽ
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
”
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
．

第
十
条
　
附
則
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、　
一
年
以

下
の
懲
終
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
ギ

第
十

一
条

「
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事
務
の
停

一
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を

し
た
指
定
登
録
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、　
一
年
以

下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
二
条

次ヽ
の
各
号
つ
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
　
　
　
一

一　
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二

十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
准
介
護
福
祉
士
の

名
称
の
使
用
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
で
ぃ
当
該

停
止
を
命
ぜ
ち
れ
た
期
間
中
に
「
准
介
穏
福
祉
士

ｉ
の
名
称
を
使
用
し
た
も
の
　
　
，…

二
↓
附
則
第
七
案
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
十
三
条
ギ
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
登
録
機
関
の
役
員

又
は
職
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一　
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿

，

に
記
載
せ
ず
Ｆ
者
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を

し
い
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。
１

二
十
附
則
舞
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

九
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

報
告
を
し
た
と
き
”

士
一■
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二

十̈
条
第
■
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
通
し
、
又
は
質

問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
ぃ
者
し
く
は
虚
偽
の
陳

述
を
し
た
と
き
。

四
　
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二

十
二
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
登
録
事
務
の
全
部

を
廃
止
し
た
と
き
。　
　
　
”

（第
二
条
第
四
号
の
規
定
の
適
用
関
係
）
一

第
十
四
条
ｉ
第
三
条
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

。
は

．ヽ
当
分
の
間
亨
同
号
中

「第
四
十
二
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
、
「第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
船
則
第
四

条
第
三
項
ヽ
と
す
る
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
．一

（身
体
障
害
者
福
祉
法
の

一
部
改
正
）

第
四
条
，
身
体
障
害
者
福
祉
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
八
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第

五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
・。

四
　
社
会
福
祉
士
…
…

（社
会
福
祉
法
の

一
部
改
正
）

第
二
条
ｒ
社
会
福
祉
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五

号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
”　
　
　
　
　
一

第
十
九
条
第

一
項
第
四
号
中
名
前
三
号
■．
を

「前
各

号
≡
に
改
め
、・
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二

号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
″同
項
第
二
号
の
次
に
次
の

一

号
を
加
え
る
。
　
ｒ
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

三
一
社
会
福
祉
士
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
”

ム
知
的
障
害
者
福
祉
法
の

一
部
改
正
）

第
六
条
　
知
的
障
害
者
福
祉
法
よ
昭
和
三
十
五
年
法
律
第

二
十
七
号
▼
の

一
部
一を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
申
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第

五
号
と
し
ゃ
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。
・

四

社
会
福
祉
士
，　
　

　

”

■
附
　
則
　
　
　
　
　
　
　
十

（施
行
期
日
〉
　

　

“

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
中
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
い
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

す
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
・

一
≡
第
一
条
及
び
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
並

び
に
開
則
第
八
条
及
び
第
九
条
第
一項
の
規
定
　
公

布
の
日

…
　
　
　
【．　
　
　
　
，
　

。
　

ｆ

一
一　
次
条
り
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
そ

一一年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

〓
一　
第
二
条
の
規
定
及
び
附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま

で
の
規
定
　
平
成
二
十
」
年
四
月
〕
日
　
，

（準
備
行
為
）

第
二
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士

及

ｉび介
種
福
社
社
法
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
問

レ
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
，
こ
つ
法
律
の
施
行

，前
に
お
い
て
も
、
同
項
第
一
号
か
ら
狩
三
号
ま
で
及
び

ゴ
第
五
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

議
轟
勢
る
雀
編
一法セ
螺
正堪

濯
野
鋼
中閉
騨
的帥鞄
器
縫
軸路

一士試臓鵬舞対籍雑致郭顧雄院ダ規定の施行の際

ｆ解
鮮
籐銘
舞
難
雑
翻
製
稲
雛

伽難ドじ茄野ず朝約ギ又ほ韓八号のいずれか

二前鮒剖赫教一諮滞忘購碇韓打車朝巌御飾軒拘細

悌ギ雄確癖ネは球」頓醐以辞脱齢ネｒ朝耐昨

朝難撫購捧籐胸錦離雑棋籍数村輛駒解雄韓抑

腰鞘難親弾”窮成ｔ熊鋭労っ擁筆熊印帥求る。の籍

し（姉期殻難報博説しヽ教幹離靴隆癖ぷ漱帯雛惑縛

・非
）（課
務
蒙
練
証
継
捕
評
難

ヽ
毎
内

の
世
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除

〓
一　
附
則
第

一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
在
学
し
、
同
日

以
後
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
福
祉

士
及
び
介
窪
福
祉
士
法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る

要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
そ
の
他
そ
の
者

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

（同
日
以
後
に
学
校
教
育
苫
ほ
基
づ
く
大
学
に
入
学

し
い
当
該
大
学
に
お
い
て
同
号
に
規
定
す
る
基
礎
科

目
六
以
下
こ
つ
環
に
お
い
て

「旧
基
礎
科
目
一
と
い

・
う
。
）
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除

く
じ

．
１
∵
　
手
ｉ

四
十
附
則
第

一
４
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大
学

（修
業
年
限

が
三
年
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
と
の
号
及
び
次

号
に
お
い
て
同
じ
じ
に
在
学
し
、
・
同
日
以
後
に
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
福
乱
士
及
び
介
護

福
祉
士
法
第
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

（同
日
以
後

に
学
技
執
育
済
に
基
づ
く
短
期
大
学
に
大
学
し
、
当

ｒ暖離鋼悲碑俳神い打帥鞠競翻唖確韓め“藤蝶

ギ
労

≡働
省
冷
で
定
め
る
者
を
除
く
。）

五
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
ｔ
在
学
し
、

同
日
以
後
に
第
と
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
七
条
第
五
号
に
規
定

す
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
そ
の
他
そ

の
者
に
準
ず
る
Ｊ
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者

（同
日
以
後
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大

中
学
に
入
学
し
ギ
営
該
短
期
大
学
に
お
い
て
旧
基
礎
科

目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る

．も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。）

エハ
　
附
則
第
一
祭
第
二
号
に
缶
げ
る
規
定
ぃ
施
行
の
日

前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
ぐ
短
期
大
学
に
在
学
し
、

同
相
挑
後
は
第
二
条
の
経
定
ｒ
よ
る
改
Ｉ
前
の
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
七
条
第
七
号
に
規
定

す
る
要
件
に
蕗
当
す．る
こ
と
と
な
っ
た
者
そ
の
他
そ

の
者
に
準

…
ず
る
も
の
と
し
て
厚
と
労
働
省
令
で
定
め

る
者
六
同
日
以
後
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大

学
に
入
学
じ
や
当
該
短
期
大
学
に
お
い
て
旧
指
定
科

■
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。↓
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七
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
に
在
学
し
、

同
日
以
後
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
七
条
第
八
号
に
規
定

す
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
そ
の
他
そ

の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者

（同
日
以
後
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大

学
に
入
学
し
、
当
該
短
期
大
学
に
お
い
て
旧
基
礎
科

日
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）

２
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
種
福
祉

士
法
第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第

一
条
第

二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
同
条
第

一
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ
な
社
会
福
祉
士
試
験
及

び
同
日
後
最
初
に
実
施
さ
れ
る
社
会
福
祉
士
試
験
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
附
則
第

一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際

現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
福
祉
士

及
び
介
護
福
祉
士
法
第
ｔ
条
第
十

一
号
に
規
定
す
る

要
件
に
該
当
す
る
者

十
一　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

か
ら
同
条
第

一
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
す
る
日
ま
で
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
七
条
第
十

一
号
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

者

第
四
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
第

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護

福
祉
士
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護

福
祉
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
。

一　
附
則
第

一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際

現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
福
祉
士

及
び
介
護
福
祉
士
法
第
三
十
九
条
第
二
号
に
規
定
す

る
要
件
に
該
当
す
る
者

一
一　
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
在
学
し
、
同
日

以
後
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
福
祉

士
及
び
介
輩
福
祉
士
法
第
二
十
九
条
第
二
号
に
規
定

す
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
そ
の
他
そ

の
者
に
準
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者

（同
日
以
後
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に

入
学
し
、
当
該
大
学
に
お
い
て
同
号
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目

を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）

第
五
舞
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

際
現
ほ
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
福
祉
士

及
び
介
護
福
祉
士
法
第
四
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定

す
る
要
件
に
該
当
す
る
者
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
同
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
介
穣
福
祉
士
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
穫
福
祉
士
法
第
二

十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
者
は
、

新
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
か
が
わ
ら
ず
、
介
穣
福

，
祉

士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
。

第
七
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
つ
際
現
に
准
介
護
福
祉
士
と

い
う
名
称
を
使
用
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
新
法
附

則
打
七
条
の
規
定
は
、
ツ」
の
法
律
の
施
行
後
六
月
間
は
、

適
用
し
な
い
。

（政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、

政
令
で
定
め
る
。

（検
討
）

第
九
条
　
政
府
は
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と

フ
イ
リ
ビ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
の
間
の
協
議
の
状
況

を
勘
案
し
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、

准
介
護
福
祉
士
の
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の

緒
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す

る
。

２
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
帽
途
と
し
て
、

新
法
の
施
行
の
状
況
等
を
働
案
し
、
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
緩
福
祉
士
の
資
格
制
度

厳均神区齢期能効芽ド朝腰郵碗陣離翻紗”る、と韓

の
と
す
る
。

（登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
登
録
免
許
税
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第

一
第
二
十
二
号
側
中

「の
介
護
福
祉
士
の
登

録
」
の
下
に
「著
し
く
は
同
法
聞
則
第
四
粂
第

一
項
（登

録
）
の
准
介
護
福
祉
士
の
登
録
」
を
加
え
、
桐
号
側
ロ

中

「介
護
福
祉
士
」
の
下
に

「又
は
准
介
譲
福
祉
士
」

を
加
え
る
。

（厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十

一
条
　
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第

九
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
中
第
二
項
を
第
二
項
と
し
、
第

一
項
の
次
に
次

の

一
項
を
加
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

２
　
第
四
条
第

一
項
第
八
十
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「及
び
介
霞
福
祉
士
」

と
あ
る
の
は
、
「並
び
に
介
種
福
祉
士
及
び
准
介
接
福

祉
士
」
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
・

財
務
大
臣
　
額
賀
霜
志
郎

文
部
科
学
大
臣
　
渡
海
紀
三
朗

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

案
し
て
政
令
で
定
め
る
数
以
上
の
同
項
の

用
し
て
い
る
事
業
主

（国
等
を
除
く
ｃ
）
並
び
に

業
主
が
同
法
第
四
十
四
条
第

一
項
の
親
事
業

場
合
の
同
項
の
子
会
社
及
び
当
該
事
業
主

十
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
親
事
業
主

同
項
の
関
係
会
社

（以
下

い
う
。
）
は
、
そ
の
事
業
所
又

体
障
害
者
が
当
該
事
業
所
又

が
生
ず
る
お
そ
れ

い
理
由
が
あ
る
場

第
二
十
五

第
七
章
を
第

加
え
る
。

雑
則

に
お
い
て
身
体

場
合
そ
の
他
の
や
む
を
得
な

こ
の
限
り
で
な
い
。

し
ヽ
第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を

障
害
者
補
助
犬
を
使
用
す
る
，

を
拒
ん
で
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、

の
使
用
に
よ
り
当

該
障
害
者
雇
用
事
業
主

遂
行
に
著
し
い
支
障

八

改
め
る
。

に
加
え
る
。

「身
体
障

に
著
し
い
損
害

る
者
が
著
し
い

場
合
」
と
あ
る
の
ほ
い

に
よ
り
国
等
の
事
業
の

そ
れ
が
あ
る
場
合
」

い
う
。」
の
下
に

「以
下
同
じ
。
」

を

「障
害
者
雇
用
事
業
主
以
外

め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条

げ
て
次

の

一
項
を
加
え
る
。

の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三

二
十
三
号
）
第
四
十
三
条
第

一
項
の

に
よ
り
算
定
し
た
同
項
に
規
定
す
る
法
定
雇
用
障

数
が

一
人
以
上
で
あ
る
場
合
の
伺
項
の
事
業
主
が

雇
用
す
る
同
項
の
労
働
者
の
数
の
う
ち
最
小
の
数
を
勘

申
出
等
）

身
体
障
害
者
又
は
第
四
章
に
規
定
す
る
施

理
す
る
者

（事
業
所
又
は
事
務
所
に
あ
っ
て

当
該
事
業
所
又
ほ
事
務
所
の
事
業
主
と
し
、
公
共
交

通
事
業
者
等
が
旅
客
の
運
送
を
行
う
た
め
そ
の
事
業
の

用
に
供
す
る
革
両
等
に
あ
っ
て
は
当
該
公
共
交
通
事
業

者
等
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）
は
、
当
該
施
設
等
の
所
在

地

（公
共
交
通
事
業
者
等
が
旅
客
の
運
送
を
行
う
た
め

そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
車
両
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該

公
共
交
通
事
業
者
等
の
営
業
所
の
所
在
地
）
を
管
時
す

る
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
施
設
等
に
お
け
る
当

該
身
体
障
害
者
に
よ
る
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
同
伴
Ｘ

は
使
用
に
関
す
る
音
情
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
苦
情
の
申
出
が
あ
っ
た

と
き
は
、
そ
の
相
談
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
当
該
音
情

に
係
る
身
体
障
害
者
又
は
第
四
章
に
規
定
す
る
施
設
等

を
管
理
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行

う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、
関
係
行
政
機
関
の
紹
介
を

行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第

一
項
の
音
情
の
申
出
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
当
該
音
情
を
適
切
に
処
理
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長

を
し
く
は
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
訓
練
事
業
者

者
し
く
は
指
定
法
人
に
対
し
、
必
要
な
資
料
の
送
付
、

情
報
の
提
供
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

と の

に
勤
務
す
る
身

る
法
律
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

　

御

望

平
成
十
九
年
十
二
朋
距
御
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

法
律
第
邦
任
麟
鉢
耕
徹
助
大
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

身
体
障
害
者
補
助
犬
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
四
計

号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「第
七
章
　
罰
則

（第
二
十
五
条
ご

輩
　船卿
一筋
三十
極慾）．第
二十
六条）

第
七
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
た
一

害
者
補
助
犬
の
同
伴
に
よ
り

損
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が

遂
行
に
著
し
い
支
障

第
八
条
中

を
加
え
る
。
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の び に
一 永 基

第
十
八
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（永
佳
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
関
す
る
情
報
の

提
供
）

第
十
八
条
の
工
　
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提

供
は
、
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（明
治
四
十

四
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
に
腹
る
。
）
の
次
に

掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
社
会
保
険
庁
が

保
有
す
る
も
の
の
全
部
又
は

一
部
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
基
確
年
金
番
号

〓
一　
国
民
年
金
の
技
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項
及

び
保
険
料
の
納
付
に
関
す
る
事
項

四
　
厚
生
年
金
保
険
の
技
保
険
者

（厚
生
年
金
保
険
法

（昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
十
二
条
第

一
号
口
に
規
定
す
る
共
済
組
合
の
組
合
員
及
び
同
号

ハ
に
規
定
す
る
私
学
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
を

含
む
。）
の
資
格
に
関
す
る
事
項
並
び
に
事
業
所
又
ほ

事
務
所
の
名
称
及
び
船
舶
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称

第
十
九
条
第

一
項
、
第
二
十

一
条
及
び
第
二
十
二
条
中

「第
十
四
条
第

一
項
」
を

「第
十
七
条
第

一
項
」
に
改
め

る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

Ｏ
総
務
省
告
示
第
六
百
六
十
二
号

一　
当
該
電
気
通
信
事
業
者
の
設
置
す
る

通
信
回
線
設
備

（電
気
通
信
番
号
規
則
第

項
第

一
号
に
規
定
す
る

て
電

気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

プ
ロ
ト

お
い
て

コ
ル
電
話
用
設
備
に
限
る
。
以
下
こ

同
じ
。
）

接
続
す
る
端

末
設
備
等
と
の
間
の
分
界
点

て

「端
末
設
備
等
分
界
点
」

こ
の
条
に
お
い

ば
う
。
）
相
互
間
に
お

い
て
は
、　
】
弓
Ｃ
Ｉ
均

一
ま
占
勧
告
に
お
け
る

パ
ケ
ツ
ト
転
送
の

間
の
値
を
七
〇
ミ
リ

秒
以
下
と
し
、
く
・

戸勧
告
に
お
け
る
パ
ケ
ツ
ト

転
送
の

の
揺
ら
ぎ
の
値
を
二
〇
ミ
リ

秒
以
下
と
し
、
ヽ
・
Ｓ
島
勧
告
に
お
け
る
パ
ケ
ッ
ト

損
失
率
の

Ｏ

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
。

値
を
算
出
で
き
る
確
率
が
〇

・
九
五

た
だ
し
、

以
上

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

信
事
業
者
の
設
置
す
る
事
業
用
電
気

設
備
と
他
の
電
気
通
信
事
業
者
の
電
気
通

（電
気
通
信
番
号
規
則
第
九
条
第

一
項
第

一

号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
番
号
を
用
い
て
電
気
通
信

役
務
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電

話
用
設
備
に
限
る
。
）
と
の
間
の
分
界
点
と
端
末
設
備

等
分
界
点
と
の
間
に
お
い
て
は
、
】
，
Ｃ
Ｉ
『
　
く
。

Ｓ
持
勧
告
に
お
け
る
パ
ケ
ツ
ト
転
送
の
平
均
遅
延
時

間
の
値
を
五
〇
ミ
リ
秒
以
下
と
し
、
く
・
あ
島
勧
告

に
お
け
る
パ
ケ
ッ
ト
転
送
の
平
均
遅
延
時
間
の
揺
ら

ぎ
の
値
を

一
〇
ミ
リ
秒
以
下
と
し
、
く
・
Ｓ
島
勧
告

に
お
け
る
パ
ケ
ッ
ト
損
失
率
の
値
を
Ｏ

ｃ
〇
五
バ
ー

セ
ン
ト
以
下
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
値
を
算
出
で

き
る
確
率
が
Ｏ

・
九
五
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

Ｏ
総
務
省
告
示
第
六
百
六
十
三
号

電
気
通
信
事
業
法
（昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）

第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
二
条
第

一
項

の
規
定
に
基
づ
き
登
録
認
定
機
関
か
ら
設
計
認
証
の
報
告

を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
九
十
二
条
第
二
項
及
び
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合

認
定
等
に
関
す
る
規
則

（平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五

号
）
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

告
一変
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

総
務
大
巨
　
増
田
　
寛
也

舛
添
　
要

一

な
婦
国
の
促
進
及
び
永

の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規

る
省
令

の
円
滑
な
掃
国
の
提
進
及
び
永
住
婦

関
す
る
法
律
施
行
規
則

（平
成
六

第
六
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

増
回
　
寛
也

五
条
の
八
第
二
号

（」
を

（第
二
十
五
条
の
十
四
及
び
」

「第
二
十
五
条
の
一会

を

「第
二
十

る

。

第
五
条
第

一

五
条
の
十

一
」

第
二会

加
え
る
。

と
し
、
第
五
粂
の
次
に
次
の

一
条
を

ド
ワ
ー
ク
品
質
）

第

六

規
則
第
二
十
五
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
電
気

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

四
条
第

一
項
第
二
号
中

「除
く
。」
の
下
に

「第
十

ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
品
質
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

の
二
を
除
き
ご
を
加
え
る
。

る

。

省

△「

―――――――

Ｏ
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
四
号

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律

（平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の

一
部
の

施
行
に
伴
い
い
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等

に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

社
会
福
祉
士
及
び
介
輩
福
祉
士
法
等
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省

関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第

，一条
　
社
会
福
祉
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
六
年
厚
生

省
令
第
二
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
の
二

（見
出
し
を
含
む
。
）
中

「第
十
九
条
第

一
項
第
四
号
」
を

「第
十
九
条
第

一
項
第
五
号
」
に
改

め
、
同
条
中
第

一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第

一
号
と
し
、

第
二
号
を
第
二
号
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第

一
項
中
「第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」

を

「第
九
号
か
ら
第
十

一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中

「権
限
」
の
下
に
只
国
の
設
置
す
る
養
成
機
関

及
び
国
の
実
施
す
る
講
習
会
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。

（社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
イ
部

改
正
）

第
二
条
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則

（昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
の

一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
中

「、
厚
生
労
働
大
こ
の
指
定

し
た
職
業
能
力
開
発
校
等
」
を
削
る
。　
　
　
．

（社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
職
業
能
力
開
発
校
等

養
成
施
設
指
定
規
則
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
社
会
福
祉
士
介
輩
福
祉
士
学
校
職
業
能
力
開
発

校
等
養
成
施
設
指
定
規
則

（昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令

第
五
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定

規
則

第

一
条
第

一
項
中

「、
職
業
能
力
開
発
促
進
法

（昭

和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
六
第

一

項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
者
し
く
は
同
法
第
二
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校

（以
下

届

業
能
力
開
発
校
等
」
と
い
う
。
）」
を
削
る
。

第
二
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
条
第
一
項
並
び

に
第
四
条
第
一
項
中

「、
職
業
能
力
開
発
校
等
」
を
削

る
。（社

会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
基
づ
く
指
定
試

験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令
の

一
部
改

正
）

第
四
条
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
基
づ
く
指

定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令

（昭

和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十

一
号
）
の

一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
の
表
奪
記
拭
験
の
項
中

、社
会
福
祉
士

介
護
福
祉
士
学
校
職
業
能
力
開
発
校
等
養
成
施
設
指
定

規
則
」
を

「社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
養
成
施
設

指
定
規
則
」
に
改
め
る
。

（社
会
福
祉
主
事
業
成
機
関
等
指
定
規
則
の

一
部
改

正
）

第
二
条
　
社
会
福
祉
主
事
養
成
機
関
等
指
定
規
則

（平
成

十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
」
を

「、
厚

生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
第
十
九
条
第

一
項
中

『厚
生

労
働
大
臣
の
権
限
」
の
下
に
只
国
の
設
置
す
る
養
成
機

関
及
び
国
の
実
施
す
る
講
習
会
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ

の

省

令

旧

、

公

布

の

日

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
掃
国

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

三
十
号
）
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
第

一
項

づ
き
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

住
帰
目
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日

事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則

（昭
和
六

第
三
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和

示
第
二
百
二
十
八
号

（事
業
用

目
を
定
め
る
件
）
の

一
部
を
次
の

二
十
年
四
月

一
日
よ
り
施
行
す

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日

第
四
条
第
二
項
中

「第
二
十
五
条
の
六

に
改
め
る
。
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平成 19年 12月 5日

唇
歎
脚鱗
禁
静弊
援
養成施譜
定

規
則
第
五
条
第

一
号
フ
及
び
第
七
条
第

一
項
第

十
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別

に
定
め
る
施
設
及
び
事
業

第

一
項
中

「社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
職
業
能

力
開
発
校
等
養
成
施
設
指
定
規
則
」
を

「社
会
福
祉
士

介
語
福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
」
に
改
め
る
。

第
二
　
社
会
福
祉
主
事
養
成
機
関
等
指
定
規
則
第
五
条
第

十
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め

る
施
設
及
び
事
業

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
百
五

十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　
　
　
．

本
則
中

「社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
職
業
能
功
開
発

校
等
養
成
施
設
指
定
規
則
第
五
条
第

一
号
フ
及
び
第
七

条
第

一
項
第
十

一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
別
に
定
め
る
施
設
及
び
事
業

（昭
和
六
十
二
年
十
二

月
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
号
ご
を

「社
会
福
祉
士
介
護

福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
第
五
条
第

一
号
フ
及

び
第
七
条
第

一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
別
に
定
め
る
施
設
及
び
事
業

（昭
和
六
十
二

年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
号
ご
に
改
め
る
。

第
三
　
社
会
福
祉
士
介
種
福
祉
士
学
校
職
業
能
力
開
発
校

等
養
成
施
設
指
定
規
則
第
七
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準

（平
成
十
三

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
四
十

一
号
）
の

一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
取
め
る
。

社
会
福
祉
士
介
議
福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定

規
則
第
七
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準

本
則
中

「社
会
福
祉
士
介
覆
福
祉
士
学
校
職
業
能
力

開
発
校
等
養
成
施
設
指
定
規
則

（」
を

「社
会
福
祉
士

介
護
福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則

（昭
和
六
十
二

年
厚
生
省
令
第
五
十
号
。」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中

「辞
ゆ
調
詳
件
浄
慰
前
ギ
件
守
厳
選
淋

講
津
圏
灘
惑
＄
滞
津
き
薄
前
討
逝
型
」
を

「詳
勝
前
詳

時
半
鵡
前
詳
汁
報
薄
様
津
き
鮮
益
純
溢
聖
」
に
改
め
る
。

第
四
　
社
会
福
祉
士
介
穫
福
祉
士
学
校
職
業
能
力
開
発
校

等
養
成
施
設
指
定
規
則
第
七
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者

（平
成
十
三
年

厚
生
労
働
省
宮
示
第
二
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
つ
よ
う
に
改
め
る
。

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定

規
則
第
七
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者

本
則
中

「社
会
福
祉
士
介
穫
福
祉
士
学
校
職
業
能
力

開
発
校
等
装
成
施
設
指
定
規
則

（」
を

「社
会
福
祉
士

介
穫
福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則

（昭
和
六
十
二

年
厚
生
省
令
第
五
十
号
。
」
に
改
め
る
。

第

一
号
中

「社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
職

・
業
能

力
開
発
校
等
養
成

・
施
設
指
定
規
則
第
七
条
第
一
項
第
五

号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
」

を
社
会
福
祉
士
介
饉
福
祉
士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則

第
七
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
基
準
」
に
改
め
る
。

。緩雑翻椰弾賄蘇鰐翻額悠鍔法等の
一部を改正す

競齢韓及伴（中巾謝的般韓韓申嚇一貯お申げ〕一抑帥

の

一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等

に
関
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。　
　
　
Ｆ

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省

関
係
告
示
の
整
備
等
に
関
す
る
告
示
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